
ひがしくるめ 市 議 会 だ よ り５ ４． ５．１５

株
に
対
峙
し
て
き
た

予
算
編

成
方
針
で
は
、
あ
え
て
重
点
施

策
は
設
け
ず
、
こ
こ
数
年
の
異

常
な
状
況
を
含
み
、
過
去
か
ら

持
続
す
る
流
れ
を
踏
襲
し
若
干

の
修
正
を
加
え
る
に
と
ど
め
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
、

通
年
以
上
に
今
後
の
取
り
組
み

は
重
要
と
な
る
。

「
未
来
を
創
る
た
め
の
八
つ
の

策
」
と
し
て
市
長
公
約
で
も
あ

る
具
体
的
な
施
策
を
示
し
た
。

特
に
重
点
的
な
３
つ
の
取
り
組

み
は
、
過
去
か
ら
の
継
続
と
い

う
よ
り
は
飛
躍
を
含
む
も
の
で
、

強
い
切
断
力
を
備
え
て
い
る
と

考
え
る
。

　

ま
た
、
市
議
時
代
か
ら
の
、

　

た
だ
し

地
域
の
多
様
な
市

民
の
存
在
や
、
ど
の
よ
う
な
改

革
に
も
市
民
の
立
場
等
に
よ
り

配
慮
す
べ
き
面
も
あ
る
こ
と
な

ど
、
再
認
識
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
も
、
自
戒
を
込
め
て
指
摘

し
て
お
き
た
い
。

　

か
つ
て
市
長
が
平
成　

年
度

２１

予
算
へ
の
反
対
討
論
に
お
い
て

な
る
環
境
に
市
政
の
最
終
責
任

者
と
し
て
置
か
れ
、
そ
の
困
難

さ
は
私
た
ち
の
想
像
を
超
え
る

も
の
と
容
易
に
推
測
さ
れ
る
。

　

そ
れ
で
も
、
市
民
や
議
会
と

の
対
話
に
身
を
開
き
、
市
長
の

所
信
を
柔
軟
に
進
め
て
い
た
だ

く
こ
と
を
要
望
し
、
本
予
算
案

に
賛
成
す
る
。
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市
民
協
働
の
推
進

を

求

め

る

　

令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算

に
つ
い
て
、
原
案
に
反
対
、
予

算
特
別
委
員
会
で
提
出
さ
れ
た

組
み
替
え
動
議
に
賛
成
の
立
場

か
ら
討
論
す
る
。

　

令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算

に
つ
い
て
、
昨
年
度
指
摘
し
た

点
が
改
善
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

は
、
非
常
に
残
念
で
あ
る
。
本

定
例
会
の
答
弁
な
ど
で
も
、
市

民
と
の
協
働
や
対
話
を
軽
視
し

て
き
た
並
木
前
市
政
が
継
承
さ

市
民
自
治
フ
ォ
ー
ラ

市
民
自
治
フ
ォ
ー
ラ
ムム

れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
、
市
民

協
働
の
理
念
か
ら
か
け
離
れ
て

い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
山
積
す
る

コ
ロ
ナ
禍
で
こ
そ
、
市
民
の
力

を
借
り
て
市
政
を
前
進
さ
せ
る

べ
き
。

　

当
初
予
算
原
案
に
つ
い
て
、

陰
平
和
事
業
費
は
減
額
せ
ず
、

平
和
に
対
す
る
意
識
醸
成
が
図

ら
れ
る
取
り
組
み
の
検
討
、
隠

男
女
共
同
参
画
啓
発
事
業
の
予

算
減
額
の
再
考
、
編
集
委
員
の

謝
金
改
善
、
韻
子
供
の
食
の
確

保
事
業
に
つ
い
て
、
活
用
で
き

る
財
源
を
利
用
し
て
の
実
施
、

吋
コ
ロ
ナ
禍
で
の
都
市
計
画
道

路
東
３
・
４
・　

、
３
・
４
・

１３

　

号
線
事
業
は
立
ち
止
ま
り
、

２１必
要
な
事
業
へ
の
予
算
配
分
、

右
小
・
中
学
校
給
食
の
安
心
・

安
全
な
提
供
に
向
け
、
実
現
可

能
な
方
策
等
の
さ
ら
な
る
検
討
、

宇
学
校
用
務
の
民
間
委
託
に
つ

い
て
、
事
業
者
や
学
校
と
の
さ

ら
な
る
調
整
、
振
り
返
り
、
次

回
の
委
託
事
業
者
選
定
の
際
の

十
分
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
確
保
、

烏
国
民
健
康
保
険
税
は
、
本
年

度
も
負
担
増
は
避
け
る
べ
き
と

考
え
、
国
や
都
へ
財
政
支
援
、

国
へ
の
制
度
の
抜
本
的
な
改
善

の
要
望
、
以
上
を
求
め
る
。

　

市
政
の
課
題
に
つ
い
て
、
陰

保
育
施
設
の
計
画
的
な
修
繕
、

市
民
の
声
を
広
く
聞
き
、
新
た

な
施
設
や
必
要
な
場
所
へ
の
設

置
、
隠
保
育
園
の
民
間
活
力
導

入
の
さ
ら
な
る
配
慮
、
民
間
化

の
手
法
の
改
め
て
の
振
り
返
り
、

韻
学
童
保
育
所
民
間
委
託
の
慎

重
な
対
応
、
市
と
し
て
の
在
り

方
の
再
検
討
、
以
上
を
求
め
る
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予

算
案
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
理

由
か
ら
反
対
す
る
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

予
算
案
、
介
護
保
険
特
別
会
計

予
算
案
、
下
水
道
事
業
会
計
予

算
案
に
は
特
に
意
見
を
付
す
こ

と
な
く
賛
成
す
る
。
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富
田
市
長
、東
久
留

米
の
竜
馬
に
な
れ
！

　

富
田
竜
馬
新
市
長
は
昨
年　
１２

月　

日
の
市
長
選
挙
で
当
選
し
、

２６
そ
の
わ
ず
か
２
日
後
の　

日
に

２８

市
長
に
就
任
。
そ
こ
か
ら
実
質

１
カ
月
で
予
算
編
成
を
行
い
、

多
額
の
歳
入
不
足
を
解
消
し
て

予
算
を
ま
と
め
上
げ
た
。
一
般

会
計
予
算
の
総
額
は　

億
円
、

４５０

久
留
米
ハ
ー
ト
ネ
ッ

久
留
米
ハ
ー
ト
ネ
ッ
トト

前
年
度
よ
り
２
億
円
増
だ
が
、

歳
出
抑
制
の
努
力
は
感
じ
る
。

歳
入
不
足
を
補
う
た
め
に
財
政

調
整
基
金
を　

億
円
投
入
し
た

１２

が
、
残
高
は
ま
だ
約　

億
円
あ

２９

る
。
公
共
施
設
等
整
備
基
金
の

繰
り
入
れ
は
ゼ
ロ
に
し
て
基
金

を
蓄
え
た
。
私
が
最
も
高
く
評

価
す
る
の
は
、
借
金
の
削
減
。

特
に
普
通
建
設
事
業
債
は
３
億

７
１
１
０
万
円
と
、
５
億
８
３

２
０
万
円
も
削
減
。
一
定
の
財

政
規
律
を
維
持
し
、
将
来
へ
の

負
担
も
減
ら
し
て
予
算
編
成
し

た
こ
と
を
高
く
評
価
す
る
。

　

私
が
富
田
市
政
に
期
待
す
る

の
は
、
現
実
的
政
策
、
長
期
的

な
視
点
の
市
政
運
営
、
そ
し
て

夢
や
希
望
な
ど
と
い
う
抽
象
的

な
言
葉
を
使
わ
ず
、
具
体
的
な

改
革
項
目
を
示
す
こ
と
。
こ
れ

か
ら
多
く
の
困
難
が
待
ち
受
け

て
い
る
が
、
そ
こ
か
ら
逃
げ
て

も
問
題
は
何
も
解
決
し
な
い
。

だ
か
ら
ど
ん
な
に
苦
し
く
て
も

前
に
進
む
し
か
な
い
。
市
長
が

責
任
を
持
っ
て
決
断
す
れ
ば
、

み
ん
な
つ
い
て
来
る
。

　

富
田
市
長
に
は
常
に
謙
虚
で

誠
実
に
、
強
い
正
義
感
と
絶
対

に
諦
め
な
い
心
を
持
ち
、
私
利

私
欲
の
な
い
市
政
運
営
を
心
掛

け
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
し
て

東
久
留
米
市
を
「
洗
濯
」
し
て

東
久
留
米
市
の
夜
明
け
を
実
現

し
、
ぜ
ひ
と
も
東
久
留
米
の
竜

馬
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

そ
の
期
待
を
込
め
て
全
て
の

予
算
に
賛
成
す
る
。
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歳
出
抑
制
だ
け
で
な

く
歳
入
増
の
施
策
を

　

本
予
算
は
富
田
市
長
初
の
予

算
と
な
る
。
所
信
表
明
で
は
、

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
デ

ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
歳
出
削
減

を
図
る
と
の
こ
と
だ
が
、
特
に

目
新
し
い
も
の
で
な
く
、
他
自

治
体
で
も
当
た
り
前
に
取
り
組

ん
で
い
る
も
の
と
言
え
る
。

市
民
と
と
も
に
歩
む

市
民
と
と
も
に
歩
む
会会
　

子
ど
も
た
ち
へ
の
投
資
に
関

し
、
公
園
や
環
境
を
整
え
る
と

い
う
思
い
は
分
か
る
も
の
の
、

ど
れ
だ
け
の
市
民
の
満
足
感
、

税
収
増
に
つ
な
が
る
か
、
な
る

べ
く
多
く
の
利
益
を
得
ら
れ
る

よ
う
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

令
和
４
年
開
始
と
言
わ
れ
て

い
た
市
史
編
さ
ん
に
つ
い
て
は
、

長
い
年
月
や
費
用
等
を
要
し
、

先
延
ば
し
は
仕
方
な
い
か
も
し

れ
な
い
が
、
近
隣
市
、
特
に
清

瀬
市
は
既
に
着
手
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
市
の
理
想
像
を
考

え
る
に
当
た
り
重
要
な
施
策
で

あ
る
。
本
市
も
知
恵
を
出
し
て

行
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

　

地
域
経
済
活
性
化
に
つ
い
て
、

特
に
新
た
な
発
想
は
見
ら
れ
な

い
。
道
の
駅
の
事
業
も
、
ど
れ

だ
け
の
市
民
の
利
益
と
な
り
得

る
か
考
量
し
た
上
で
調
査
・
研

究
の
結
果
を
示
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　

全
体
的
に
堅
実
な
予
算
案
で

あ
る
と
言
え
る
が
、
単
に
改
革

を
掲
げ
て
い
る
だ
け
で
は
魅
力

的
な
ま
ち
、
住
み
た
い
ま
ち
に

は
な
ら
な
い
。
人
口
減
少
を
食

い
止
め
、
税
の
域
内
で
の
還
流

を
考
え
、
今
後
の
施
策
に
落
と

し
込
ん
で
い
く
こ
と
を
望
み
、

令
和
５
年
度
予
算
に
期
待
し
つ

つ
、
一
般
会
計
予
算
案
に
つ
い

て
賛
成
す
る
。

　

ま
た
、
３
特
別
会
計
予
算
案

お
よ
び
下
水
道
事
業
会
計
予
算

案
に
は
意
見
を
付
す
こ
と
な
く

賛
成
す
る
。

予算額事業名

１億７,５４６万円再生可能エネルギー等を活用し
た非常用電源確保事業

１億１,４７８万１千円公共施設マネジメントの推進

１０億４,８０４万円
東村山都市計画道路３・４・１３
号線及び東村山都市計画道路３
・４・２１号線整備事業

３億５,１８１万３千円自転車等駐車場整備

３億３,１３２万円道路舗装補修・排水施設整備工
事

１億１,０６１万９千円新型コロナウイルスワクチン接
種事業

４,７５９万円子宮頸がんワクチン接種委託

１億７,６５５万円学童保育所運営業務委託

４,７４５万９千円親子給食組み替え

３,６２２万７千円学童保育所延長育成

４２６万８千円出産子育て応援品・東京都出産
応援事業

８億１,９９４万８千円向山緑地公園の土地購入

８７万３千円アスベスト関連事務

令和４年度予算の主な継続・拡大事業質問 新型コロナウイルスワクチン接種
の接種率の市ホームページ上での公表と
誤接種を防ぐための工夫について伺う。
答弁　現在、接種率は「年代別接種状況
表」に追加している。
　誤接種を防ぐための工夫としては、発
送日当日に対象者を抽出し発送すること
で対応している。

質問 舗装補修工事５カ年計画において
４年度予定されている工事について伺う。
答弁　計画保全型については、市道１０４
−１号線、１０５−３号線、２０７号線他３路
線、計６路線の舗装補修工事を予定して
いる。
　事後保全型については、市道２３１０号線
の舗装補修工事を予定している。

質問 市民課窓口のデジタル化に当たっ
ての見解を伺う。
答弁　行政手続きのデジタル化・オンラ
イン化を推進するに当たり、まずは窓口
に来られた方の待ち時間短縮に向け、申
請書等の記入をせずに手続きができるシ
ステムを導入し、窓口サービスの向上を
図りたい。

質問 生活道路の舗装補修について、
老朽化が全市的に進んでいるが、今
の進捗では課題が溜まっていく。抜
本的な予算増と計画の見直しが必要
と考えるが、見解を伺う。
答弁　令和２年度からの第４期道路
舗装補修工事５カ年計画において、
事後保全型の道路として位置付け、
舗装の損傷が確認された場合、応急
的な対応により部分補修等を行って
いる。
　見直しについては、第４期計画に
基づいて進め、舗装の健全性の確保
に努めていく。

質問 大気汚染防止法改正によるア
スベスト規制強化に伴う事務の増加
に係る予算増の内容について伺う。
答弁　都からの事務移譲により、市
が事務を行っている。
　アスベスト含有建材の規制対象の
拡大、全ての解体工事等におけるア
スベスト含有建材の有無の確認のた
めの事前調査が義務化された。
　４年度から一定規模以上の解体工
事等において、アスベスト含有建材
の有無に関わらず、事前調査の結果
を都へ報告することが義務化された。
今回の予算増については、この事務
の拡大に対応するため、必要となる
備品等を購入するための予算を計上
したことにより増額となっている。


